
超音波(エコー)検査一つで、子宮や卵巣などを観察します。子宮がん検診は、粘膜の一部を採取し、がん細
胞の有無を調べる「細胞診検査」です。
一方、経腟超音波(エコー)検査は子宮筋腫・子宮内膜症や卵巣のう腫などの、子宮・卵巣の疾患を発見する
ことができます。

経腟超音波検査とは

子宮の病気（子宮筋腫・子宮ポリープ・子宮内膜症・子宮がんなど）
卵巣の病気（卵巣のう腫・卵巣がんなど）

見つかる疾患

膣内に細長いプローブ（探触子）を挿入し超音波で検査します。

検査方法

3,850円（税込）検査料金経腟超音波（エコー）検査
け い ち つ

※子宮がん検診を受診される方のオプション検査となります

3,850円（税込）検査料金HPV（エイチピーブイ）検査
※子宮がん検診を受診される方のオプション検査となります

子宮頸がんの原因ウイルス（HPV：ヒトパピローマウイルス）に感染しているかどうかを調べる検査です。
子宮頸がん検診「細胞診検査」は、がんになる手前の状態（前がん病変）の発見率は約70％程ですが、「HPV
検査」と併用することで前がん病変の診断の精度をさらに上げることができます。
ウイルス検査で陰性であれば、がんのリスクは低くなります

HPV検査とは

子宮の細胞を採取し、ウイルスの感染を確認します。
※子宮頸がん検診と同時に実施するため、検査材料の採取は一度のみであり、追加検査はありません。

検査方法

子宮がん検診専用オプションNew おすすめ

詳しい検査説明及びQ＆Aはホームページにてご確認いただけます。
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